
中
囲
発
一

衣
五

ケ

年
計
量
と

農
業

Ⅰ

閲

題

こ

の

夏
七

月
五

日

か

ら

北

京
で

開
か

れ

た

第
一

期
中

国
人

民

代

表
大

骨
第
二

次

合

議
に
､

国

務

院
の

副

級
理

で

国
家
計

量
委

員
倉

の

主

任
を

兼
ね

た

李

富
春

が

提

示

し

た

報

告
､

｢

国
民

経

緯
を

襲

(

蓋
二

)

展
さ

せ

る

第
一

次
五

ケ

年
計

量
に

関
す
る

報
普
+

掛
､

中

国
の

第

一

次
五

ケ

年
建
設

計

董
(

一

九
五

三

-
五

七

年
)

の

轍

規
模
を
､

ほ

.

じ

め

て

明
ら

か

に

し

た

も
の

と

し
て

注

目
せ

ら

れ

る

が
､

こ

れ

に

ょ

る

と
一

九
五

二

-
五

七

年
の

期

間
に
､

第
一

､

二

表
の

如
き

建

設
日

額
を

賢
現

す
る

た

め

に
､

第
三

真
の

如

き

国

家

資
本
の

配
分

と

投

下

を

行

う

も
の

だ
､

と

し
て

い

る
｡

国
家
投

資
の

総

計

七

六

六

億
四

千

万

元

は
二
･

三

元
=
一

弗
と

し
て

三

三

三

億
弗
ほ

ど

に

47

昔
り
､

中

国
の

国
民

規
生

産
に

つ

い

て

の

大
ま

か

な

推
計

六
九

〇

中

国
の

弟
一

衆
五

ケ

年

計

垂
と

農
業

第 1 表 1 9 5 2 年 お よ び 1 9 5 7 年( 5 ヶ 年 計

量最終年) の 産業別 計重生産量

1 9 5 7

書 家i 】比重

1 9 5 2

箕 額 l 比 重

畢 位目
亡1

日仁l

村

松

路

次

3 10 .0

1 7 9 .0

18 0
.
0

2 8 0 .0

～2 0.0

1 5 0
.
0

1 1 7 .6

1 2 5
.
4

1 1 9 .7

1 7 6 .6

1 8 5 .1

1 3 7 .8

41 2 .0

1 1
,
3 0 0.0

0

′
L

U

O

O

O

′

ヽ
)

8
(

リ
ノ

2

/
h

U

/

b

/
L

U

5

7

5

1

3

8

略

3 .

3
,
2 7 0

.
0

7
.
3 0 0 ,0

7
,
8 0 0 .0

2 6 3 .0

1 1
,
8 0 0 .0】

】

1 35
･
0【1 0 0 ･0
1

6
,
3 5 3 .0; 1 0 0.0

…三:三毛;呂呂二3
1 0 0 .0

10 0
.
0

10 0 .0

10 0
.
0

1 0 0 .0

1 0 0 .0

1 0 0
.
0

10 0 .0

1 1
,
1喜…:喜一
3
,
2 7 8
.
0空

言;…呈…;≡享
2
,
6 1 0.0㌻

8
,
5 5 0 ･Ol
ま昏 = 5 0 正

ント
ク

萬

億 E V 珪

萬 四

億 斤

萬 授■

〝

ク

億 斤

蔦 畝

1 α) 斤 = 1

塊

裳

糖

量

布

物

在

英頁

軍

票

電

燈

料 子 賛

1 斤 二 0 .5 託

油科子音Iこ つ い て は作 付面積 を示 す.

銅

石

紙

砂

援

綿

老

練
.
肺

葉

甘

拍

4■7
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第 2 表 5 ケ年計董 に伴う経済構造の 欒化

A 農 工業比重 (農工 業生産総額 ; 1 0 0 )

1 9 5 2 1 1 9 5 7
】

橋

論

叢

発
三

十

五

春

希
一

班

3 6
.
1 9

1 3
.
8 1

5 0
.
0 0

7

0

3

/
一

U

l
エ

2

2

1

/
L

U

近 代 工 業

手 工 業

農 業

石 工業 に お ける国営 ･ 合 作祀驚 ･ 公 私

合 営企 業の 位置(% )

1 95 2 】 1 95 7

8 7 .8

1 2 .2

6 1 .0

3 9
.
0

国営 ･ 合作祀
営 ･

合 営
私 営

C 工農業 生産量撰大 の テ ム ポ ( % )

1 9 5 2 1 1 9 5 7

1 9 8
.
3 ( 年平 均 1 4 .7 % )

2 2 6 .5

1 7 9
.
7

1 2 3
.
3 ( 年 平均 4 .3 % )

1 0 0

1 0 0

1 0 0

1 0 0

工 業

生産財産業

消費財産業

農 業

碁 5 表 基本建設 に お け る国家資本 の 配分

百 萬 元l %
8

2

8

2

/
h

U

2

0

2

7

1

2

5

8

0

0

1

【

ノ

q
/

3

7

っ

J

l

4 4

4 2
,
7 4 0

2 4
,
8 5 0

0

0

0

0

0

0

0

/

ん

U

1

8

〔

凸

0

′

L

U

O

2

2

フ
一

〇

/
-

U

4

0
ノ

基本建設投資総額

内諾 コニ 業

内 生 憂財重業

消費財産業

. 農
･ 林 ･ 漁

蓮 翰 交 通

貿易 ･ 銀行 備蓄

文 化 教育衛 生

公 共 事業建 設

其 他
試掘 ･ 測量 ･

う設計 ･ 修理 ･

技術教育 ･ 蓮轄資金 等

0
(

止01〇.斗
′
h

U

/
L

U7

ぜ∂

合 計

(

註
二

)

億
元
(

三

〇

〇

槙

弗
-
A
･

エ

ク

ス

タ

イ

ン

)

を

超
え

る

規

模
を

も
っ

て

い

る
｡

五

ケ

年
計

量
の

目

療

が
､

農
業
に

勤
し

て

エ

業
を
､

軽
工

業
･

泊
費
財
産
業
に

勤
し

て

重

工

業
･

生

産
財
産
業
を
､

超
重

鮎

的
に

凍
大

し

ょ

う

と

す
■
る

も
の

で

あ

る

こ

と
､

同

時
に

そ

の

よ

う
な

建

設

を
､

個
別

的
･

私

費
本

主

義
的
な

部
面
に

お

い

て

で

な

く
､

国

営
企
業
ヤ

公

私

合
螢
企

業
ヤ

合

作
祀
企

業
ヤ
､

こ

れ

を

要

す
る

に

多

少

と

も

融

合

主

義
化

せ

ら

れ

国

儀
化
せ

ら

れ

た

形

態
に

お

い

て

賓
現

し
ょ

う
と

す
■
る

も
の

で

あ

る

こ

と
､

つ

ま

恥

産
業
編
成
の

エ

菜
化

と
､

控

埼
制
度
の

社
食

主

義
化

と
を
､

平
行

的
に

追
求

す
る

｢

社

食
主

義
工

業
化
+

を

め

ざ

す
■
も
の

で

あ

る

こ

と

は
､

第
一

･

二

義
か

ら

明

ら

か

で

あ

る
｡

こ

れ

に

伴

な
っ

て

第
三

表
の

国
家
資

本
の

配
分
に

お

い

て

も
､

エ

業
は

農
業
に
､

重
工

業
は

軽
工

業
に
､

国

営
及
び

集

鰹
企

菓
は

私

企

業
に

優
先
す
■
る
｡

そ

し

て

そ

れ

だ

け



の

こ

と

な

ら

ぼ
､

一

向
に

不

思

議

は
な

い
｡

た

ゞ

そ

れ

に

し
て

も

第
三

表
の

示

す
エ

錬
業
五

八
･

二

%
､

道

輸
交
通
業
一

九
･

二

%

等
に

勤
し
て
､

農
林

漁
業
七
･

六

%
と

言

う

数
字
は
､

人
口

の

八

五

%
を

吸

収

し
､

現

に

物
的

紙
生

産
の

六

〇

%
内

外
を

占

め
る

農

業
の

地

位
に

封
し
て
､

飴
り

に

低
い

比
重

で

ほ

な

い

か
､

と

言
う

印
象
が

残
る
｡

反

面
か

ら

言
え

ぼ
､

そ

の

よ

う
に

エ

業
､

特
に

生

産
財
･

軍
事

財
産
菓
に

か

た

よ
っ

た

建
設

計

蓋
を

箕
行

す

る

た

め
の

負
捨
は
､

い

ろ
い

ろ

な

脛
路
を

通
じ

て

結
局

貴
業
面

に

集
中

せ

ら

れ

る
｡

エ

疎
菓
規

模
の

践
大

ヤ
､

建
設

行
政
の

複
雑
化

ヤ
､

都
市

農
村
の

生

活
水

準
の

隔

差
に

よ
っ

て
､

必

然

的
に

人
口

の

都
市

移
住
が

起
れ

ぼ
､

農
村
ほ

都
市
に

こ

れ

等
の

螢
働
カ

を

供
給
す

る

だ

け
で

な

し

に
､

彼
等
の

衣

食
料

用

意
産
物
を

も

増

産
･

出
荷
し

な

く
て

ほ
な

ら

ぬ
｡

五

年

間
合
計

七

六

六

億

元
(

≡
ニ

三
･

二

倍

弗
)

の

投

資
の

一

部
分
は
､

嘗
然
に

国
内
で

生

産
せ

ら

れ

得
な

い

輸
入

資
本

財
の

需
要
を

形

成
す
る

か

ら
､

こ

の

輸
入
に

見
合
う

外

貨
の

獲

得
の

た

め
■
に

は
､

外

資
の

大

規

模
な

導
入
が

可

能
で

な

い

限
り
､

農
畜

産

物
の

輸
出
が

増
大

し

な

く
て

は

な

ら

ぬ
｡

某
･

軍
･

公
･

エ

務
人

4 9

員
の

衣

食
料

ヤ
､

輸
出
用

農
産

物
需
要
の

増
大
は
､

政

府
の

農
産

中

国
の

帝
一

次
五

ケ

年

計

聾
と

農
業

物
買

付

量
､

従
っ

て

買

付

資
金
の

撒
布
量
を

増

加

さ

せ
､

農
村
地

帯
に

各

種
の

農
民

用

消
費
財
､

わ

け
て

も

綿
糸
布
･

塵
･

煙
草
･

砂
糖
･

食
料

油
の

需
要
を

増
加
さ

せ

る

か

ら
､

政

男

イ
ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

を

惹
起

し
な

い

為
に

は
､

こ

れ

等
の

消

費
財
ヤ

軽
工

業
品

の

供
給
を

増

さ

な

く
て

は

な

ら

な

い

が
､

こ

の

場
合
に

も

棉
花
･

葉
煙
草
･

甘

庶
･

油
料

予

算
の

よ

う

な
､

原

料

農
産
物
の

増

産
と

集

荷
の

困

難
が
､

軽
工

発
生

産
残
大

を

妨

げ
る

最
大
の

ポ

ー

ル

ネ

ッ

ク

に

な
っ

て

い

る

と
､

李

富
春

報
告

ほ

強
調
す
る

の

で

あ

る
｡

だ

か

ら

基
本

建
設
の

た

め
■
の

第
一

次

五

ケ

年
計

童
に

お

け
る
､

中

国
農
業
と

農
村

と
の

地

位
を

考
え

て

見
る

と
､

建
設
任

務
に

勤

し
て

は

非

常
に

大

き

な

寄
輿
を

要

請
せ

ら

れ

な

が

ら
､

極
め

て

微

小

な

国

家
資
本
の

部
首
し

か

受
け
て

い

な

い
､

と

言
う
こ

と

に

な

(

註
三
)

る
｡

こ

1

に
+

つ

の

問
題
が

あ

り

ほ

し
な

い

か
｡

こ

れ

が

こ

の

小

稿
で

考
え

て

見
よ

う

と

す

る

小

主

題
の

費
端
で

あ

る
｡

註
一

人

民
日

報
､

一

九

五

五

年

七

月

七

日
､

八

日

凍

所

載
｡

そ

の

全

課

(

多

少

誤

謬
が

あ

る
､

)

は
､

時

事
通
信
､

｢

世

界

週
報
､

一

九
五

五

年
八

月

十
一

日

験

(

三

大

ノ

二

三
)
､

経

済
企

童

鹿
調

査

部
､

調

.

査

課
､

｢

経

企

詞

外

昭
三

〇

算
二

凍

(

八

月
五

日
)

+

に

も

載
っ

て

い

る
｡
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賢



一

橋

静

叢

募
三

十
五

各

界
一

旗

5 0

彗
一

冒
賢
じ

司
-

W
･

声
”

勺

3
名
西
O
t

ニ
○

エ
ロ

0

2
m

邑
∽

岩
E
ロ

P

の

解
五

部
断

牧
｡

し

か

し

勿

静

大

変

大

ま

か

な

も
の

で

あ

る
｡

･

註
三

資
は

先
日

ア

ジ

ヤ

協
骨
の

機

閑
話

｢

ア

ジ

ア

問

題
+

か

ら
要

求

せ

ら

れ

て
､

小

文

｢

中

開
五

ケ

年

計

妻
の

問

題
鮎

卜
一

九
五

五

年

人

民

代

表

大

骨
の

経

済
関
係

報

告
に

つ

い

て
+

を

書
い

た

(

同

誌
一

九
五

五

年
八

月

鍍
)

｡

そ

の

直

後
に
､

今

年

度
の

現

代
中

国
拳
骨
の

大

骨
で

尾

崎

庄
太

郎
氏

が

行

な

わ

れ
た

報
昔
｢

中

開
五

ケ

年

計

婁

に

つ

い

て
+

を

き

1
､

又

こ

れ

に
l
暫

し

て

大

阪

市

立

大

学
の

人

達

が

行

な
っ

た

長
い

代

表

質

問
に

刺

載
せ

ら

れ

て
､

五

ケ

年

計

葦
と

農
貴

投

資
と
の

関
係
を

考

え
て

見
よ

う

と

思

立
っ

左
の

で

あ

る
｡

又

上

記
の

小

文
の

参

照
を

お

解
し

て

お

く
｡

Ⅲ

建
設

費
以

外
の

国

家
資
金
の

封

農
村

散

布
､

及
び

農
民
の

私

的
投

資

右
に

自
分
が

感
じ

た

よ

う

な

疑
問
は
､

中

国
で

も

問

題
に

な
っ

た

と

見
え

て
､

李

富
春
は

前
記
の

報
告
の

中
で
､

農
民

負
括
の

過

重

を

理

血
に
､

エ

業
化
の

テ

ム

ポ

を

澄
め
､

建
設
任

務
を

軽
減
し

よ

う
と

す
る
一

部
の

意

見
の

あ

る

こ

L

を

述
べ

､

こ

れ

を

反

駁

し

て

い

る
｡

現
に

ほ

な

は
だ

落
伍

的
な

中

国

産

臍
に

取
っ

て

ほ
､

急

速

琴
工

業
化
､

特
に

重
工

業
化
こ

そ

不

可

映
で

あ

っ

て
､

こ

れ

に

ょ
っ

て

の

み

新
民

主

主

義
国
家
の

富
強
も
､

農
民

自
身
の

貧
困
の

惑
循
環
か

ら

の

既

出
も
､

可

能
に

な

る
､

と

言
う
の

で

あ

る
｡

又

同

じ

意

味
を

毛

澤
東
は
､

一

九

五

五

年

七

月
三

十
一

日

の

省
､

市
､

抑

置

某
委

員
合

議
で
､

一

部
の

同

志
は

纏
足

を

し
た

女
の

よ

う
に
､

よ

た

よ

た

と

お

く

れ

て

歩
き

な

が

ら
､

先
に

行

く

道
づ

れ

に
､

速

す
ぎ

る
､

速
す
■
ぎ
る

と

こ

ぼ

し

て

い

る
､

と

諷
刺
し

て

い

る
｡

い

ず
れ

に

せ

よ

建
設

計

量
の

強
行
が
､

一

部
の

社
食

膚
ヤ

奮
秩
序
に
､

大

き
.

な

負
槍
を

課

す
■
る

こ

と

ほ

認
め

な

が

ら
､

し
か

も
こ

れ

を

克

服
す
る

決
意

と

努
力
と

を

要

請

す
る

も
の

だ

と

言
わ

な

く
て

は

な

ら

ぬ
｡

又

李

富
春

報
告
の

直

後
に

未
易
ほ
､

｢

我

国

第
一

次
五

年

計

量
に

お

け
る

農
業
投

資
問

題
+

と

言

う

論

文

を

人

民
日

報
に

蟄
表

し
て
､

な

る

ほ

ど

国

家

経

緯
建
設

費
の

配
分
に

お

け

る

農
業
の

地

位
は

著
し

く

低
い

よ

う
に

見
え

る

が
､

だ

か

ら

と

言
っ

て

中

国
の

農
業
が
､

資
本
を

割

嘗
ら

れ

る

こ

と

な

し
に
､

単
に

篤
農
主

義
的

生

産

凍
充

を

強

要
さ

れ

て

い

る

と

言
う
わ

け
で

ほ
な

い
｡

李

富
春

が

建
設

投

資
の

項

目
に

計

上

し

て

い

な

い

多

く
の

国

家

資
金

が
､

農

村
地

帯
で

農
業
及
び

畠
民
の

利
益
の

た

め

に

支

出
さ

れ

て

居

り
､

又

そ

の

事
つ

な

国
象
計

量
に

よ

る

投

入
以

外
に

も
､

農
民
の

私

的

蓄
積
､

私

的
投

資
の

僚
地

は

は

な

は

だ

大

き

い

の

だ

と

主

張

し

た
｡

未
易
の

拳
げ

る

項

目

別
の

数
字
ほ
､

第

四

表
の

如

く
で

あ

る
｡

.



寮 4 表 中国政府 の 農業資金支出及 び

農民 の 私的投資

種 贅 l 額

2 6 ,8 億元

2 8
.
4

3 .0

1 5 .2

10 .6

10 0 .0

経･ 済 建 設 費

農業関係技術 ･ 土地 改良 ･ 教育費

軍 墾 費

農 菓 1 貸 付

救 災 費

私 的 投 資

18 4
.
0計

靡 魯言 ･ 未易に よ る ｡ 本文蓼淀 ｡

す
な

わ

ち

未
易

に

よ

る

と

上

記

第

三

表
の

農
･

林
･

漁

業

基

本

建

設

費
三

二
･

六

億

元

(

絶
額
の

七
･

六

%
)

の

内
か

ら
､

非

農

業
的
､

つ

ま

り

林
･

漁
業
的

な

投

資
を

除
く
と
､

厳
密
た

意

味
で

の

農
業
投

資
額
は
､

わ

ず
か

に

二

六
･

八

億
元
(

絶

額
の

三

･

五

%
)

に

な

る

が
､

し
か

し

同

時

に

こ

の

項
目

領

外
に

も
､

例
え

ば

文

化
教

育
衛
生

費
の

中
に

は
､

安
静
農
場
の

経
費
が

ふ

く

ま

れ
､

他
に

も

農
業
技

術
ス

テ

ー

シ

ョ

ン

･

獣
嘗
ス

テ

ー

シ

ョ

ン

･

水
土

保

持
費
･

江

河

基
本

建
設

費
等
､

農
業
生

産
の

蹟
充
に

役
立
つ

べ

き

資
金
で
､

他
の

項

目
に

算
入
せ

ら

れ

て

い

る

も
の
､

通
計
二

八
･

四

億
元

が

あ

り
､

こ

れ

に
､

開

5 1

墾
用
の

軍
墾

費
三

億
元
､

農
業
貸
付

金
一

五
･

二

億

元
､

農
村

救

中

国
の

欝
一

次
五

ケ

年

計

董
と

農
業

災
費
一

〇

二
ハ

億
元

等
を

合
算

す
る

と
､

こ

の

五

ケ

年

間
に

国

家

が

直

接
間
接
農
村
と

農
業
生

産
の

費
展
の

た

め
■
に

支

出
す
る

金

額

ほ
､

八
四

億

元
(

三

六

億

弗
)

に

達

す
る
｡

こ

れ

に

加
う

る

に

農
民

自
身
が

そ

の

生

産
規

模
の

凍
大
の

た

め

に
､

民

間
で

私

的
に

行

な

う

投

資
が
､

五

年

間
に
一

〇

〇

億
元

を

下
ら

な

い

も
の

と

推
定
せ
.

ら

れ

る

か

ら
､

政

府
の

国
家

資
本

配
分
に

お

け
る

鼻
糞
の

地

位
ほ
､

表
面

上

は
き

わ

め

て

低
い

に

か

1

わ

ら

ず
､

革

質
上
は

エ

業
投

資

二

四

八

億
の

七

〇

%
以
上

に

嘗
る
一

八

四

倍
の

肇
金

々

部

首
ら

れ

て

い

る

も
の

と

解
す
べ

き

で

あ

る
｡

一

八

四

億
元

を

中

国
の

耕
地

紙
面

積
に

投

入

す
る

と

す
れ

ぼ
､

そ

れ

は
一

畝
(

日

本
の

約
六

畝
)

嘗
り
一

〇
元

(

四
･

三

弗
)

以
上

に

な

り
､

規

在
の

中

国
鼻
糞
の

具

鰹
的
な

條
件
の

下

で

ほ
､

こ

れ

で

十

分
だ
､

と

言
う
の

で

あ

る
｡

北

京
政

府
の

農
業
部
長
磨
魯
富
も
又

こ

れ

と

ほ

ゞ

同

様
の

計

数

を
､

人

民

代

表
大

倉
の

席
上

重
言
し
て

居
り
､

又

天

津
大

公

報
が

こ

の

頃
連
載
し

て

い

る
､

五

ケ

年
計

量
に

関
す
る

学

習
用

記

事
の

｢

糧
食
を

談
る
+

の

項
に

も

同

じ

数
字

と

論

旨
が

く
り

か

え

さ

れ

て

い

る

か

ら
､

こ

れ

が

現

在
政

府
の

公

式

見
解
で

濁

る

こ

と

に

疑

ほ

な

さ

そ

う
で

あ

る
｡

勿
論
こ

の

主

張
ヤ

計

数
に

ほ
､

議
論
の

僚
地

が

あ

り

そ

う

で

あ

朗

.

∴

∈
㌧

.F

..ご
.

r巨
ま
r

卜

旨
を
.

卜

㌢
.L
㌢
⊂ど
巨
象

巨
F
F
r

F

+



山

rIl
′

■-
-

■▲一

.■t
:

′

-

〕

一

橋

論

叢

第
三

十
五

番

第
一

淡

か
｡

経
韓
建
設

と
生

産
凍
充
と

を

施
政

全

醍
の

基
本

方

針
と

し
て

い

る

人
民

政

権
の

こ

と
で

あ

る

か

ら
､

廉
く

考
え

て

ゆ

け

ぼ
そ

の

支

出
の

ほ

と

ん
ど

全

部
は
､

い

ず
れ

か

の

産
業
の

建
設
の

促
進
に

役
立
つ

の

ほ

首
然
で

あ

る
｡
′

こ

れ

を

合
算
す

れ

ぼ

農
業
投

資
だ

け

で

な

く
､

エ
･

錬
業
や

運

輸
業
に

封
す
る

資
本
投

下

額
も

同

様
に

増
大

す
る

で

あ

る

う
｡

起
っ

て

し

ま
っ

た

損

害
の
一

部
を

補
喋
す

る

救
災
費
や
､

新
ら

し

く

復
員
部
隊
を

開

墾
地

に

定
着
せ

し

め
■
る

た
め

の

軍

墾

費
が
､

そ

れ

ぞ

れ

生

産
的
な

意

義
ほ

勿
論

も
つ

に

し

て

も
､

農
業
投

資
と

言
う

概
念
に

包

擁

し
て

よ

い

か

ど

う
か

奨

間

で

あ

る
｡

中
国
の

耕
地

面

積
は
一

九

五

二

年
の

政

府
援
表
に

よ

れ

ぼ
､

食
穀
作
付
地
一

八
･

三

億

畝
､

商

品

穀

物
作

付
地
一

･

三

億

畝
､

合

計
二

〇

億

畝
(

一

倍
三

千
四

有

高

町
歩
)

に

上
る

か

ら
､

こ

れ

に
一

八
周

億

元

を

仮
に

投

入

し

て

も
､

畝

首
一

〇

元

以
上

に

は

な

り

得
な

い

で

は
な

い

か
､

仮
に

な
っ

た

と

し
て

も
そ

れ

は

我

が

一

反

歩
に
､

五

年
問
で

二
､

五

〇

〇

囲
､

年

間

懲
り

五

〇

〇

囲
に

す

ぎ

ず
､

融

合

経
緯
的

諸

侯
件
の

差
異
を

考
慮
に

入
れ

て

も
､

さ

し
て

大

き

な
､

充
分
な

金

額
と

は

言
え

な

い

で

は

な

い

か
､

等
々

｡

た

ゞ

そ

れ

に

も

拘
ら

ず
こ

の

未
易
ヤ

磨
魯
言
の

蟄
言
に

は

注

目

す
べ

き
一

鮎

が

あ

る
｡

そ

れ

ほ

農
民

自

身
に

よ

る
､

民

間
蓄
積
の

私

的
投

資
が
一

〇

〇

億

元
(

四

三

位

米
弗
)

に

上

る

だ

ろ

う
し
+

言
う

甜

推
定
で

あ

る
｡

従
来

中

国
の

建
設

投

資
の

方
式
は
､

言
う

ま
で

も

な

く

財
政

機
構
を

中

核
と

し
､

妓

介
と

す
る

も
の

で

あ
っ

た
｡

工

場
制
工

錬
業
･

運

輸
業
の

九

〇

%
以

上

を

国

営
化

し
､

貿
易
･

金

融
･

国
内

商

業
を

ほ

ゞ

完
全
に

政

府
の

手

中
に

掌
握

し

た

人

民
政

権
の

場
合
に

は
､

財
政

と

言
う
も
の

の

意

味
が
､

資
本

主

義
園
の

場
合
と

ほ

全

く

ち
が
.
っ

て

い

る
｡

エ

錦
業
建
設
､

重

工

業
閲

敦
に

必

要

た

資
金

ほ
､

検
と

国
営
企

菜
(

囲

螢
工

業
･

囲

替

商

業
･

闘
替

貿

易
機

構
)

の

受

取

勘
定
と
で

賄
わ

れ

て

い

る
｡

今

年
の

人

民

代

表

大

倉
で

財
政

部
長
李

先
念
の

行
っ

た

｢

一

九
五

四

年

国
家
決

算
と

一

九
五

五

年

国

家
濠
算
に

閲
す
る

報
告
+

に

よ

る

と
､

一

九

五

四

年
の

財
政

坂
入

二

六
二
･

三

億
元
の

内
､

五

〇
･

三

八

%
ほ

税
､

三

七
･

九

七

%
は

国

営

事
業
益

金
､

凍
り

の

二
･

六
五

%
が

ソ

連
か

ら

の

借
款

収

入

を

ふ

く

む

信

用

借
款
収

入
.
で

あ

る
｡

同
じ

項

目

ほ
一

九

五

五

年

庶

務
算
で

は
そ

れ

ぞ

れ

四

九
･

一

三

%
､

三

九
･

六
三

%
､

一

一

･

二

四

%
を

占

め
■
る
｡

そ

し
て

そ

の

反

面

建
碑
･

文

教

建
設

費
の

合
計
が

絶
支

出
に

勤
し
､

一

九
五

四

年

決

算
で

は

六

四

ニ
ー

二

%
､

一

九

五

五

年

隷
算
で

は

六

〇
･

六
七

%
を

占

め

て

い

る

(

第
五

裏
)

｡

政

府
は
一

般
に

園

内
の

物
債
･

賃
銀
･

金

利
･



5 3

募 5 表 1 9 5 4 年決算及び 1 9 5 5 年頚寛政支

1 9 5 4 E 19 5 5

額 】 比 率 ;; 額 弓 比 率

13 7 .S 億元
: 49 .13タ古

3 9. 6 3

1 1 .2 4

1 0 0. 0

2 8 .0

9 .8

■1 1 1 .1

5 0 .3 8タ古

3 7 .9 7

1 1 .6 5 1 3 1 .5

1 3 2 ユ億元

8 9 .7

3 2 .7

9 .7

9 9 . 6

3 0 ,6

収 入 項 目

校

内 コニ 商 税

農 業 税

其 他

国 営 企 業 版 入

信 用_
借 款 収 入

2 8 0 .4 1 1 0 0.0 0

7 2

9 5

け

5 4

18

42

7

2

J
T

【

/

4

っ
J

4

1

2

00∩"01

q
/

一

ヽ
)

0
ノ

4

4

1

1

〔

＼
U

1

2

2

0

4

っ

J

【

/

2

1

1

1

1 00 .0 0

ウ

ノ

′

〇

〇

8

0

1

0

亡

U

-

J

4

0

4

っ

J

8

3

5

1

2

小 計 l 2 6 2 ･3

中

国
の

第
｢

次
五

ケ

年

計

妻
と

農
業

′

0

0

1

′

D

4

3

+
T

8

1

q
ノ

2

3

5

2

1

37(Uノ21 0 0 .0 0つ
J

∠

U42

一 1 6.
9

3 1 .4

1 4 ,5

O

1

7

4

/
+

0

5

(U
ノ

1

1

4

2

3

＋

貸

費

費

費

出

費

目

支

醐

約

㌍
政

閑

備

支

済

教

用

経

文

国

行

信

頚

J ､ 計

収 支 尻

前 年 度
.
繰 越

人民銀行借上返却

次 年 度 繰 越

* 李先念報告は 1 9 5 4 年 の 財政収支尻 6 1 億元 (1 6 ･0 ＋
4 5･
1 ) ミこ つ き , ｢ これ は決 して 国家壕算 の

賓際牧人 と見 る こ とほ 出衆 な い ｡ 何 とな れ ば こ の 項 目の 貸金 ほ ,
已に 銀 行預金 の 方式 を通 じて ･

国家銀行の 信用借款流通 の 過程 に授入 せ ら れ て い る か ら+ と言 い ,
こ の 6 1 ･1 億元か ら

地方箆算補助金 ( 周堵金) 3
･
1 億元

内戦中及び成 立直後 の 人民銀行 か ら の政府借上金 2 1 ･6
♂

人民銀行預金 5 ･け
〝

合 計 2 9 ･7 ♂

に雷 る 2 9 .7 億元 を償却 し て 31 . 4 倭元 を次年度 に操う抵して い る ｡

鎗

率
の

髄

系

を

決

定

し
､

従
っ

て

民

間
の

静

剰
は

右
の

二

つ

の

ル

ー

ト

を

通
じ

て

国

家
の

手

に

集
中
せ

ら

れ
､

投

下

せ

ら

れ

る
､

と

言
う
の
■

が
､

従
衆
の

方
式
で

あ

り
､

大
き

く

言
え

ば

現

在
で

も
､

こ

の

基
.
本

方

式
に

欒
化
ほ

な

い

ほ

ず

で

あ

る
｡

従
っ

て

そ

こ

で

ほ

民

間
の

私

的
な

投

資
は
､

あ
っ

た

に

し
て

も
ほ

と

ん

ど
ニ

グ

リ

ジ

ブ

ル

で

あ
っ

て
､

問
題

に

す
■
る

に

足

り

な

い

も

の

の

よ

う
に

考
え

ら

れ

て

来
た
｡

こ

の

鮎

未
易

の

主

張

は
､

農
村
に

た

5 3



】

橋

論

叢

第
三

十
五

番

第
一

凍

5 4

お

浮

動
し

て

い

る

か

な

り

大

き

な

資
金

的
な

僚

裕
が

存
在
す
る

と

と

を

示

し

て

い

る
｡

一
こ

れ

を

ど

の

よ

う
に

理

解
す
■
べ

き

で

あ

る

か
｡

こ

の

鮎

を

明
か

に

す
る

た

め

に

ほ
､

五

ケ

年
計

量
に

封
す
る

農
業
の

役
割
を

も

少

し

く
わ

し

く

見
な

く
て

ほ
な

ら

ぬ
｡

Ⅲ

五

ケ

年
計

量
に

封

す
る

農
業
の

寄
輿

1

イ

努
働
カ
と

桔
梗
力

冒

頭
で

も

ふ

れ

た

よ

う
に
､

五

ケ

年
計

量
に

封
す
る

農
業
､

農

村
の

寄
輿
の

第
一

ほ
､

エ

業
化
に

必

要
な

労
働
力
の

供
給
瀕

泉
に

な

る

こ

と

で

あ

ろ

う
｡

ロ

ス

ー

フ

は

中

国
の

都
市
と

畠
村

を

通
じ

て

の
､

一

般
的
な

低
雇
傭

状
況
に

基
づ
い

て
､

こ

の

鮎

は
ほ

と
ん

ど

問
題
に

な

る

ま
い

と

も

言
い
､

文
一

九

二

八

-
三

八

年
の

ソ

連

に

お

け

そ

エ

業
生

産
増

大

と

都
市

人
口

増
加

と

の

関
係
､

す
な

わ

ち
工

業
生

産
額
が

四

倍
と

な

る

間
に
､

都
市

人
口

が

二

倍
と

な

る

開
係
を

中

国
に

も

通
用
し

得
る

も
の

と

し
て
､

中
国
の

都
市

人

口

の

増

加
ほ
､

ほ

ゞ

人
口

の

自
然

増

加

分
を

吸

収

す
る

に

止

ま

り
､

(

誌

こ

農
村

人
口

に

ほ

大

き

な

欒
化

を

輿
え

ま
い

と

も

言
っ

て

い

る
｡

ロ

ス

ー

フ

ほ

数
字
を

挙
げ
て

い

な

い

が
､

一

九

五

三

年
の

セ

ン

サ

ス

に

ょ

る

と
､

同

年

六

月

末
の

都
市
･

農
村

別

中

国

人
口

は

第
六

表
A

の

如

く
で

あ

り
､

同

時
に

こ

の

年
の

工

業
生

産
の

エ

ク

ス

パ

ン

シ

朗

ヨ

ン

･

タ

グ

ッ

ト

ほ
一

八

%
で

あ
っ

た
｡

人
口

の

自
然

増
加

率
を

通
詮
に

従
っ

て
一

･

大
%
上

し
､

都
市

移

住
者
の

家
族
構
成
を

農
村

人
口

の

そ

れ

と

等
し
い

も
の

と

す
■
れ

ば
､

ロ

ス

ト

フ

の

考
え

で

ほ
､

第 6 表 A 1 95 3 年 6 月 末の セ ン サ ス に お

け る都市 ･ 農村別 人 口

8 6 .7 4タ̀

13 .3 6

1 0 0 .0 0

1 9 5 3 - 5 4 年 の

農村人 口 5 05 百萬人

都市 人 口 77

合 計 5 8 2

B ロ ス 1 ､ フ の 仮定 に よ る

人 口 都市化 の 状況

工業生産 の 曙大挙 1 8 %

人 口 の 獅 僻 1 8 % ×÷= 9タ古

人 口 の 自然埼加率を 1 ･6 % と して

1 9 5 4 年の 農業人 口 = 7 7 百蔦人 × 1 .0 1 6 × 1 ･0 9

= 8 3
.9 百萬人

1 95 4 年 の 都市人 口 = 5 8 2 石高人 × 1 .0 1 6 - 8 3 .9 百萬人

= 5 0 6 .0 石高人

こ

の

年
め

人
口

都
市

化
の

規
模
は

第

六

表
B

の

如
く
に

な

る

は

ず

で

あ

る
｡

す
な

わ

ち

都
市

人
口

の

増

大

六
千

九

百

万

人

ほ
､

人
口

の

自
然

増
七

百

万

人
で

賄
わ

れ

て
､

農
業
人
口

に

ほ

著
し
い

影

響



を

輿
え

な

い

計

算
に

な

る
｡

又

前

述

の

李

富

春

報

告
は
､

現

在

(

一

九
五

五

年

七

月
)

の

都
市
･

銭
･

工

錬
業
置

域
の

人
口

を

九

千

常
人
､

国

防
軍
･

公

安
部

除
の

数
を

数
百

万

人
だ

と

言
う
｡

仮
に

常
時
の

国
防
軍
､

公

安
部
除
の

数
を

七

盲

五

十

万

と

推
計

す
■
れ

ば
､

一

九
五

五

年
七

月
初

頭
の

都
市

人
口

は

九

千

七

官
五

十

常
人
､

一

九

五

三

年

六

月

末
セ

ン

サ

ン

ス

の

結
果
七

千

七

首

常
人
に

此
し
､

二

年

間
に

約
二

千

五

十

萬
人
の

増

大
を

示

す
こ

と
に

な

る
｡

一

九

五

三

年
の

五

億
八

千

二

百

萬
の

人

口

が
､

年

率
一

･

六

%
の

潮
で

増
大

す
る

と

す

れ

ぼ
､

こ

の

二

年

間
の

自
然

増

ほ
二

千

五

首

萬
に

上

る

計

算
で

あ

る

か

ら
､

そ

こ

で

は

人
口

自
然

増
加

率
ほ

都
市
化

率
よ

り

も

少

し

高
い

と
､

見
る

こ

と

が

出
来
る

か

も

知
れ

な

い
｡

い

ず
れ

に

せ

よ

現
に

衛
生

教

育
の

普
及

ヤ
厚

生

行

政
の

能
率
化

に

よ

り
､

死

亡

率
は

急

速
に

低
下

し
っ

1

あ

り
､

し

か

も

出
生

率

に

は

少

く
と

も

嘗
分
さ

し

た

る

欒
化
を

見
な

い

こ

と

が

隷

想
せ

ら

れ

る

か
.
ら
､

中

国
人
口

の

自
然

増

加

率
は
､

恐
ら

く

現

在
の

年

率

一

･

六

乃
至
七

%
､

年

間
自
然

増
一

千

萬
人

内

外
の

挽
か

ら

上

昇

し
て
､

年
二

%
に

近
づ

く
で

あ

ろ

う
｡

そ

し
て

そ

れ

と

共
に
､

エ

錬
業
の

摸
大
に

よ

る

人
口

の

都
市

移

動
を

考
慮
し

て

も
､

農
村

人

55

ロ

密

度
は

現

在
よ

り

も

下

ら

ず
､

場
合
に

よ
っ

て

ほ

規

密
よ

り

も

′
中

国
の

算
一

次
五

ケ

年

計

書
と

農
業

上
る

可

能
性
さ

え

あ

る

こ

と

を

考
え

な

く
て

は
な

ら

な

い
｡

そ

れ

は

後
述

す
■
る

よ

う
に

農
民
の

泊
費
水

準
の

引
上
げ

ヤ
､

或
は

現

在

の

消
費
水

準
そ

の

ま
ゝ

の

維
持
の

為
に

す
ら
､

大

幅
の

増

産
を

要

請
す
る

こ

と
に

な

る

わ

け

で

あ

る

が
､

反

面
か

ら

言
え

ば

不

熟
練

労
働
力
の

供
給
に

関
す
る

限
り

は
､

何

等
の

問
題

も

存
在
し

な

い

こ

と

を

意

味
す
る

で

あ

ろ

う
｡

そ

し
て

同

時
に

農
業
の

分
野
に
+

東

大
な

労
働
力

の

蟄
備
を

も
つ

こ

と

は
､

一

方
で

ほ

新
式
耕
具
ヤ
､

枚
械
化

農
場
の

増
設

を

囲
り

な

が

ら

も
､

仝

倍
と

し
て

ほ

嘗
分
､

ヤ

は

り

技

術
的
な

條
件
の

大

欒
草
を

倖

な

わ

ず
に
､

労
働
集
約
化

に

よ

る

農
業
増
産
の

課
題
を

達

成

し

な

く
て

軒
な

ら

ぬ

現

状
に

好

都
合
で

も
あ

り
､

文

辞
水
･

港
漑
･

築
港
･

電

源
開

蟄
等
の

大
工

事
で
､

手

勢
働
を

墳
禎
に

代

位
せ

し
め
■
得
る

よ

う

な

分
野
に

勤
し

て

は
､

人

民
政

擢
の

建
設
計

量
に
､

大
き

な

ア

セ

ッ

ー

と

し
て

作

用
す
る

に

ち
が

い

な

い
｡

所
で

前
に

も

言
っ

た

通
り
､

そ

の

よ

う
な

資
本
を

僚
り

必
要

と

し

な

い

建
設

分
野
と

な

ら

ん

で
､

多

額
の

建
設

資
金
を

要
求

す

る

部
面

が

あ

る
｡

そ

し

て

こ

れ

に

封

し
て

人

民

政

権
は

外

資
を

導
入

す
る

ふ
､

財
政

的
な

ル

ー

ー

を

通
じ

て
､

国
家
資
金
を

蓄
積
投

下

し

な

く
て

は

た

ら
な

い
｡

j ∂



′
h

U5

一

琴
静

養

第
三

十
五

番

第
一

鍍

ソ

連
か

ら

の

外

資
の

導
入

に

つ

い

て

は
､

人

民

共

和

国

成
立
の

翌

年
､

一

九

五

〇

年
二

月
に

結
ぼ

れ

た

中
ソ

友
好
同

盟

倹
約
の

附

属
借
款
協
定
が
､

五

年

問
に

三

億
米
弗
､

年

平
均

六

千

萬
弗
の

信

用

供
輿
を

約
束

し
て

い

る
｡

ノ

一

九

五

〇

年
か

ら

五

年

問
と

言
う

と
､

一

九

五

四

年

ま
で

を

ふ

く
み
､

第
一

次

五

年
計

量
の

最
後
の

三

ケ

年
､

一

九
五

五

-
五

七

年
は

こ

れ

に

ふ

く

ま

れ

な

い
｡

そ

れ

か

あ

ら

ぬ

か

咋
一

九
五

四

年
十
一

月
､

ソ

共

中

央
の

絶
書
記
､

フ

ル

シ

チ

ョ

フ

が

北

京
で
一

五

億
ル

ー

ブ

リ

の

長

期

借
款
の

供
輿
を

約
束

し

た

と

蟄
表
せ

ら

れ

た
｡

八
ル

ー

ブ

ル

=
一

弗
の

賓

勢
レ

ー

†

で

換
算

す
■
れ

ぼ
､

一

五

億
ル

ー

ブ

ジ

は
一

億
八

千

萬
弗
ほ

ど

に

首
る
｡

フ

ル

シ

チ
ョ

フ

の

借
款
は

長

期

と

言
う
だ

け
で
､

何

時
ま
で

の

期

間
に

こ

れ

だ

け
の

外

資
が

導
入
さ

れ

る

の

か

は

明
に

さ

れ

て

い

な

い

が
､

仮
に

そ

の

全

部
が
一

度
に
一

九

五

五

年
に

導
入

さ

れ

る

も

の

と

し
て

も
､

上

述
の

如
く
一

九

五

五

年
の

国
家
檻
臍
建
設

費
の

親

額
は
､

一

四
一

･

九

億

元
(

六
三

億

弗
)

に

上

る

の

で

あ

る

か

ら
､

ヤ

ほ

り

五

ケ

年
建
設
計

量
の

た

め

の

資
本

は
､

新
民
主

主

義
経

緯

内
部
の

蓄
積
で
､

賄
わ

れ

な

く
て

は

な

ら

ぬ

こ

と

に

な

る
｡

そ

こ

で

前
に

も
ふ

れ

た

通
り
､

新
政

権
は

財
政

的
な

機
構
と

国
営
企

業

の

系

列

と

を

動
員
し

て
､

民

間
の

飴
剰
を

国

家
の

手

に

集
め

た

く

て

は
な

ら

ぬ
｡

鋳
で

そ

の

よ

う

な

国

家

資
金
の

衆

淑
が
､

税
､

特
に

農
業
館

､

第 7 表 工商業枕 ･ 農業玲 ･ 国営企 業版釜 が

財政収入 に 占め る地位

A 粗 収入 中の 百分 此 ( % )

19 5 ヰ
L
1 95 5

1

3 3 ･9 0( 9 4
■
朋)

米 太

一 3 5･ 6 5
末

三…二;…∑三;三二三三三i 3;二…;

1 9 5 2 芦 1 9 5 5

3 7
.
4 6

10 .9 9

2 9 .9 7

3 6
.
4 5

1 3 .5 2

2 4 .6 1

工 商 業 投l
農 業 . 祝

園営企業収入

B 安 蘇 ( 億 元)
】

竺
…

別

9 8 ･｡

【
1 9 5 4

8 9 .7( 1 0 4, .4)

3 2
･
7( 2 5 .7)

9 9 -6( 8 3 .3)

1 1 9 5 3

8 7 .4( 9 2 .5)

2 5 .6( 25 .7)

1 9 5 2

6 8
.9

2 5
.
5

4 6
･
5
j 6 9･9 (7 5 ･ 4)

工 商 業 税

農 業 攻

囲営企業収入

* 頸算で あ る
｡

* * ( ) 内は 1 9 54 年 の 賃銭 の 同預琴南を 1 00 とす る百分比 ｡

* * * ( ) 内は預算額 ｡



工

商

業
棟

と
､

国
営
企

業
の

基

金
で

あ

る

こ

と

ほ
､

前
述
(

第
五

表
)

の

通
り

で

あ

る
｡

こ

の

三

つ

の

収
入

項
目

に

つ

い

て
､

一

九
五

二

年
以

爽
の

殊
決
算

数
字
､

及
び

そ

の

絶
収

入

に

占

め

る

比

重

を
､

第
七

表
A
･

B

に

ぬ

き

出
し

て

見
る
｡

す

る

と

先

ず
そ

の

絶

収

入

ヰ
に

占

め

る

百
分
比
(

第
七

表
A
)

に

つ

い

て

は
､

農
業
税
は
一

九

五

二

年
以

衆
､

エ

商

業
棟

は
一

九
五

三

年
以

来
､

減
少
の

傾
向
を

示

し
､

こ

れ

に

封
し
て

国
営
企

業
益

金
だ

け

が
一

貫
し

て

増

大
を

つ

ゞ

け
て

い

る
｡

叉
こ

れ

を

同

じ

期

間
の

預

算

額
､

決

算
額

(

同

表
B
)

に

つ

い

て

見
る

と
､

農
業
税
に

つ
.
い

て

は

致
･

決

算
と

も
､

一

九
五

二

年

1
五

四

年
に

亙

り
､

ほ

ゞ

一

定
し

て

二

五

億
元

茎
に

止

ま
り
､

一

九
五

四

年
の

決

算
及

び
一

九
五

五

年
の

濠
算
に

到
っ

て
､

三

二

億
､

二

八

億
と

増

大

を

示

し
て

い

る
｡

こ

れ

に

勤
し
て

エ

商

業
税
の

漁
算

数
字

は
､

∴

九

五

四

年

ま
で

急

激
に

増
大
せ

し

め

ら

れ

な

が

ら
､

賓
徴

(

決

算
)

額
は

常
に

こ

れ

を

下

狙
っ

て

八

〇

倍
元

茎
に

止

ま

り
､

一

九

五

五

年
に

は

疎
算

さ

え

徴
減
に

韓
じ

た
｡

そ

し

て

こ

の

場
合
に

も

国
営
企

業
収

益
だ

け

は
､

敦
決

算

共

年
々

増
大
を

見
せ

て

い

る
｡

さ
ら

に
一

九

五

四

年
に

つ

い

て

箕

牧

額
の

隷

算
額
に

封

す
る

比

重

を

見
る

と
､

工

商

業
税

は

九

四

%
で

5 7

改
算

額
に

及

ぼ

ず
､

農
業
税
･

国
営
企

業
基

金
は

そ

れ

ぞ

れ
一

一

中

国
の

希
一

女
五

ケ

年

計

章
と

農
業

六

%
､

一

一

九

%
と

超
過

し
て

い

る
｡

自
分
は
か

つ

て

別
の
■
小

稿
で
､

右
の

よ

う
た

観
察
に

基
づ

き
､

私

営
商
工

業
を

封
象
と

す

る

工

商

業
棟
に

つ

い

て

は
､

す
で

に

税

源

ほ

潤

渇
し
っ

ゝ

あ

り
､

将
衆

負

培
は

益
々

国

螢
企

業
益

金

と
､

農
業
税

と

に

集

中
さ

れ

ざ

る

を

得

皇
い

と

述
べ

た
｡

し

か

し

考
え
′

て

見
る

と

こ

の

三

つ

の

収

入

項

目
の

中
で
､

農
業
税

だ

廿

は
一

種

特

異
な

性

格
を

も
っ

て

い

る
｡

何

よ

り

も

そ

れ

(

そ

し

て

こ

の

税

目

だ

け
)

は

質

物
で
､

一

九

五

二

年
に

算

定
せ

ら

れ

た

常
年

應

産

量
(

平

年

基

準
牧

童
)

に

税

率
二

二

%
を

か

け

合
せ

た

量
に
､

固
定

徴
収

せ

ら

れ

て

い

る
｡

少

く
と

も

現

呑
ま

で

の

所
､

農
民

ほ
こ

の

質

物
農
業
疎

｢

公

粗
+

の

他
､

直

接
に

は

何

等
の

貨
幣
的
な

租

税

を

も
､

課
せ

ら

れ

て

い

な

い
｡

勿

論
工

商

業
棟

が

私

螢
商
工

業
老
.

に

課
せ

ら

れ

た

場
合
に
､

そ

の

負
括
の

一

部
が

農
民
に

韓
荷
せ

ら

れ

る

こ

と

は

可

能
で

あ

る

し
､

又

国

営
企

業
､

特
に

国

営
商

業
ヤ

国

螢

軽
工

業
の

益

金

は
､

農
民
の

支

出
に

束

蕗
す

る

部

分
が

多
い

で

あ

ろ

う
｡

た

ゞ

そ

れ

に

よ
っ

て

農
業
鉄

鋼
の

ほ

と

ん

ど

全

部
が
､

国

家
の

手

に

直

接
間
凄
に

吸

牧
し

得
る

所
ま

で

行
っ

て

い

る

か

ど

う

か

は
､

は

な

ほ
だ

疑
わ

し
い
｡

私

螢
商
工

業
に

つ

い

て

言
え

ぼ
､

何

よ

り

も

そ

れ

ほ
政

治

的
に

保
護
せ

ら

れ

た

国
営
商

業
ヤ
､

購
販

訂

､∵
′

官

】巨
p

･
臣
さ

旨
L

巨
+



一

橋

論

叢

葬
三

十
五

番

希
一

親
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合
作
祀
と
の

競
争
を

通
じ

て
､

徐
々

に

公

私
合

螢
形

態
に

再

編
せ

ら

れ

た

り
､

国

費
商

業

機
梼
の

下

請
化
し

た

り
､

或
ほ

全

く

衰
退

し

た

り

し
て
､

そ

の

取

扱
高
は

急
速
に

牧

結
し
っ

1

あ

る
｡

彼
等

が
エ

商

業
棟
の

負
括
を

農
民
の

眉
に

韓
荷
し
ユ

う
と

し

て

も
､

そ

の

横
合
そ

の

も
の

が

小

さ

く

た

り
つ

1

あ

る
｡

こ

れ

に

封
し
て

郷

村
の

購

版
合
作
祀
と

農
産

物
の

隷
約
買

付
･

供
出
制
度
で

結
ば

れ
､

■

同

時
に

こ

れ

に

封
す
■
る

肥

料
･

農
具
･

軽
工

業
品
の

供
給
を

支

配

し
っ

ゝ

あ

る

国

螢
商

業

機
構
は
､

物
慣
の

鰹
系
を

操

作
す
■
る

こ

と

に

よ
っ

て
､

理

論

的
に

ほ

農
民
の

飲

剰
を

好
む

だ

け

吸
い

上

げ
る

こ

と
が

出
衆

る

筈
で

あ

る
バ

し
か

し

箕

際
に

ほ

中

国
の

都
市

と

農

村
と
の

交
換
に

お

い

て

は

都
市

及
び

エ

鋳
業
の

農
産
物
に

封

す
■
る

需
要
の

方
が
､

農
村

ヤ

農
業
の

軽
工

業
品

ヤ

新
式
農
具
に

封
す

る

そ

れ

よ

り

も
､

強
力

性
が

小
さ

く
､

従
っ

て

交
易
條
件
ほ

む

し

ろ

都
市
の

側
に

不

利
に

攣
化
し
つ

1

あ

る

の

で

は
な

ぃ

か

と

思

う
｡

し

か

し

そ

の

よ

う
な

事

情
を

明
ら

か

に

す
る

た

め
■
に

は
､

中
国

現

香
の

都
市
､

エ

鋳
業
､

或
は

公

圏

が
､

農
村
に

封
し

て

も
つ

農
産

物
需
要
の

大

き

さ

を
､

得
ら

れ

る

だ

け
の

数
字
を

通
し

て
､

窺
っ

て

見
な

く
て

は

な

ら

ぬ
｡

建
一

押
○

∽
t

O

弓
い

H

ど
d
.

}

℃

.
N

笥
}

N

∞

-

.

Ⅳ

五

ケ

年

計

量
に

封
す
る

農
業
の

寄
輿

口

食
糧
と

原

料

農
産
物
の

供
給

取

り

敢
え

ず
視
野
を
一

九

五

三

年
十
一

月
か

ら

計

量
故

買
､

計

量
配
給
制
慶
の

下
に

入
っ

た
､

食
糧

農
産
物
だ

け
に

限
っ

て

見
よ

う
｡

李

富
春

は

前
述
の

よ

う

に
､

本

年

夏
の

人

民

代

表
大

倉

で
､

都
市
･

鎖
･

エ

競
業
地

底
の

人
口

九

千

万

人
､

及
び

国

防
軍

‥
公

安
部
除

数
百

常
に

封
す
る

食
糧
の

供

給
こ

そ

は
､

エ

業
建
設

と

国

防
建
設

と
の

不

可

妖
の
､

第
一

の

前
提
で

あ

る

と

力

説
し

た
｡

国

防
軍
･

公

安
部
険
を

七

五

〇

万

と

見
れ

ば
､

一

人
の

年

間
拍
費
量

四

八

〇

斤
(

籾
計

算
､

大
豆
･

薯
を

ふ

く

む
､

二

四

〇

放
･

公

表

数
字
)

と

し

て
､

九
､

七
五

〇

萬
人
で

ほ

四

六

八
億

斤
(

二

､

三

〇

〇

萬
ト

ン

)

の

糧
食
が

必

要
に

な

り
､

一

九
五

四

年

度
食
糧
紙
生

産
額
三
､

三

九

〇

億
斤
(

粗
計

算
､

一

億
六
､

九

五

〇

蔑

ト

ン

)

の
一

三

%
に

相

督
す

る
｡

し
か

し

資

は
こ

の

都
市
及

び
エ

鍍
業
人
口

プ

ラ

ス

国
防
軍
､

公

安

部
険
の

他
に
､

新
政

権
が

食
糧
を

供

給
し

な

く

て

は

な

ら

ぬ

商

品

作

物

栽
培

者
四

千

商
人
､

漁
戸
･

塵
戸
･

船
戸

等
非

農
業
的

郷
村

居

住

者

合
計
二

千

萬
人
､

食
料
の

全

部
又

峠
一

部
の

不

足

を

訴
え

て

い

る

粗
食
不

足

農
民
五

千

寓
人
が

い

る
｡

最
近
の

天

津
大

う∂



公

報
に

載
っ

溌

糧
食
師
係
の

畢

習
記

事
に

よ

る

と
､

一

九

五

四

年

の

糧
食
絶

産
量
三
､

三

九

〇

憶
斤
(

一

六

九
･

五

官

高
一

ン

)

の

内
､

一

九
五

四

-
五

年
の

食
糧
年

度
内
に
､

政

府
が

計

量
故

買
す
る

数

量
は

八

〇

九

億
斤
(

四

〇
･

四

官

高
下

ン

)

､

そ

の

内

都
市
で

配
給
す

る

も
の

四

四

九

億
斤
(

二

二

･

四

首

萬

ト

ン

)

､

農
村
地

帯
で

配
給
す

る

も
の

三

六

〇

億
斤
(

一

入
･

〇
有

高
ト

ン

)

で
､

農
民
の

手

持
顧
が

二
､

〇
二

七

億
斤
(

一

〇

丁
三

有

高

ト

ン

)

に

な

る

と

言
っ

て

い

る
｡

買
で

賄
っ

て

い

る

こ

と

に

な

る
｡

第
五

表
の

農
業
税
の

金

額
と
､

上

表
の

数
量
と

か

ら

逆

算
し

た

糧
食
債

格
､

一

ト

ン

=

五

〇

弗
で

計

算
す

れ

ば
､

こ

の

政

府
買
上

量
八

〇
九

億

斤
(

四

〇
･

四

育

苗
ト

ン

)

ほ

四

六

億
四

千

萬
元

解
凍
の

通
例
に

従
っ

て
､

憶
元
(

ニ

八

二
一

位

弗
)

､

(

二

〇

億
二

千

蔦

弗
)

に

な

る
｡

又

も

し

一

ト

ン

=

七

〇

弗
で

計

算
す

れ

ば

六
五

と

な

り
､

一

■
九
五

五

年

濠
算
の

経

韓
建

第
1

8 表 1 9 5 4 - 5 年糧食年度 の 食

費需給

率比

%

0 ･0

3･ 8

3
･
2

0
･
6

6 ･4

9 ･8

0

2

1

1

1

5

1

ン

)

)

)

-卜
5

4

4

謂
1 6 9

4 ｡

2 2

/

し

(
/

■
＼

)

)

)

0

8

っ

J

8

7

1

1

2

0l(

量

イ忘年
3 3 9 0

8 0 9

ヰ4 9

36 0

55 4

2 0 2 7

票‥村 ク

農業枕( 公 糧)

農 民 手 持 高

天 津大公顎 1 9 5 5/Ⅰ∑/1 2 むこよ る ｡

こ

れ

を
一

義
に

し
て

差

引
計

算
す
■
れ

ば
､

五

五

四

億

斤
(

二

七
･

八

有

高

ト

ン

)

が

安

物

農

業

税

(

公

粒
)

と

し

て

徴
収
さ

れ

て

い

る

も
の

と

見
る

こ

と

析

出
衆
よ

う

(

第

八

蓑
)

｡

言

い

か

え

れ

ば

人

民

政

府
は

食
糧
の

漁
所

要

量
一

､

三

六
三

億
斤

(

六
八
･

二

官

高
下

第 9 表 中国貿易 及 び食糧輸出

額 (倍 元)A 貿 易

4951

3

5

8

8

′
L

U

4

5

2

日
U

1 9 5 3

7

0

ア

ワ
ノ

′
h

U

3

4

1

∠

U

1 9 5 2

36 .4 】

1 4 . 1 L
5 0 .5 1

ソ 連 困

酉 1歌 困

合 計

章嘉出入合計 で あ る ｡ 菓李荘報 告に よ る ｡ ｢
エ カ フ ェ 通信+

5き貌 ｡ 土 井葺 【■中国封外貿易の 遮勢+ を見 よ ｡

B 食 糧 輸 出

数 .
量 l 債 叡

億元 億弗

2 4 . 8 ( 10 .8)

2 8 . 0 ( 12 .2)

1 9 5 0 - 5 5
■

;
億 斤 萬 ト ン≧

悪霊篭ち;;∑三;…三l
1 9 5 0 - 5 5

人民代表大電 (1 9 5 5 ) に お け る陳慧報 告iこ よ る ○ 人民 日

報′5 5/ V
I Iノ2 2 .

5 9

ン

)

の

内
､

約
三

分
の

一

を

質

物
視

で
､

他
の

三

分
の

二

を

計

量
収

設

費
一

四
一

億
九
千

萬
元
の

二

分
の

一

に

近
t ､

か

た

り

互

き

な

金

額
と

な

る
｡

∂9

中

国
の

希
一

女
五

ケ

年
計

萱
と

農
業



一

橋

静

儀

算
二

十
五

番

第
一

溌

所
で

新
政

標
が

故

買
し

な

く
て

は

な

ら

ぬ

食
糧
農
産
物
は
こ

れ

だ

け
で

は
な

い
｡

一

九
五

五

年
の

蔑
算
表
に

よ

る

同

年
の

経

臍
建

設

費
は
一

四
一

億
九

千

萬
元
(

六
一

･

七

億

弗
)

､

又

冒

頭
で

示

し

た

五

ケ

年

間
の

国
家
投

資
額
七

六
六

億
四

千

寓
元
か

ら
､

す
で

に

支

出
の

行
た

わ

れ

た
一

九

五

三

年

(

一

一

入

位

元
)

､

一

九
五

四

年

(

二
九

七

倍
五

千

高

元
)
､

及
び

支

出
敢
算
の

決

定

し
た
一

九
五

五

年

の

数
字

を

差
引
い

て
､

窮

余
を

平

均
す
れ

ぼ
､

五

ケ

年

計
量
の

最

後
の

二

年
間
､

一

九

五

六
､

七

年
に

ほ
､

そ

れ

ぞ

れ
一

五

五
･

三

億

元
づ
つ

の

国
家
投

資
が

行

な

わ

れ

る

こ

と

に

な

る
｡

仮
に

こ

の

四

分
の
一

が
､

園

内
で

生

産
せ

ら

れ

な

い

墳
械
ヤ

エ

具
に

向
け

ら

れ

る

と
し

て

も
､

年
間
三

五

億
元
(

一

五

倍

弗
)

内

外
の

資
本

財
輸
入

の

見
返

り

と

し
て

は
､

こ

れ

に

相

督
す

る

農
畜

産
物
の

輸
出
が

行

わ

れ

な

く
て

は

な

ら

な

い
｡

コ

コ

ム

の

貿
易
制
限
の

下
で

は
､

こ

れ

ら

の

資
本

財
､

及
び

軍

事

財
輸
入

は
､

首
然
に

ソ

連
圏

貿
易
に

集
中
せ

ざ

る

を

得
な

い

か

ら
､

五
.

ケ

年

計

量
の

途
行
の

た

め

に

は
､

こ

れ

に

必

要
な

資
本

財
を

供
給
し

得
る

だ

け
の

ソ

連
圏

貿
易
(

も

し

く

ほ
こ

れ

に

加
え

て
一

部
の

西
欧

圏

貿
易
)

が

可

能
で

あ

る

か

と

言

う

こ

と

も

問
題
で

あ

る

が
､

同

時
に

そ

の

安

雄
の

篤
の

農
産

物
の

増

産
と
､

政

府
の

手
へ

の

集

荷
も
､

同

様
に

重

要

だ

と

言
わ

な

く
て

は

な

ら

な

い
｡

新
政

権
の

公

表
に

ょ

る

と
､

最
近
の

貿
易

郎

関
係

や

食
糧
輸
出
の

賓

情
は
､

第

九

表
の

如

く
で

あ

る
｡

⊥

九

五

〇

-
五

三

年

平

均
三
一

億
斤
(

二
九

五

寓
ト

ン

)

､

一

九

五

四

年
三

五

億
斤
(

一

七

五

蔦
ト

ン

)

と

言

う

数
字

ほ
､

中

国
の

食
糧
生

産
の

紙

規

模
に

お

い

て

は

必

ず
し

も
互

大
な

も
の

で

ほ

な

い

が
､

し

か

も

こ

の

輸
出
は
､

国
内
の

食
糧
需
給
に

相

首
の

墜
迫

を

加

え
つ

ゝ

あ

る

も
の

と

言

わ

れ

る
｡

そ

の

よ

う

な

食
糧
農
産
物
の

故

買
と

表

裏
し

て
､

農
民
に

封
す

る

軽
工

業
品
の

供
給
が

増

加
せ

ら

れ

な

く
て

ほ

な

ら

ぬ
｡

研
が

こ

の

軽
工

業
の

増
産
を

チ
ェ

ッ

ク

し
て

い

る

も
の

も
､

そ

の

原

料
農

産
物
の

供
給
の

不

足
だ

と

言
わ

れ

る
｡

李

富
春
に

よ

る

と
､

急

速
に

高
ま
っ

て

い

る

｢

人

民
の

購
買
力
+

に

封
し

て
､

軽
工

業
品
の

大

量
増

産

が

追
随
し

得
な

い

の

ほ
､

工

業
原

料
の

増

産
が

お

く

れ

て

い

る

か

ら

だ

と

言
う
｡

同

じ

こ

の

夏

の

人

民

代

表

大
倉

で

の

晋

拓
夫
の

撃
言

に

よ

る

と
､

規

産
経
工

業

雄
設
の

稼
働
率
は
､

原

料

農
産

物
の

供
給
不

足

に

よ
っ

て

急

激
に

低

下
し
､

一

九
五

四

年
に

お

い

て

煙
草
ヤ
マ

ッ

チ

は
三

〇

%
以

下
､

油
脂
｡

小

穿
粉
は
五

〇

%
内

外
､

国

営
紡
績
業
さ

え

も
､

一

九
五

五

年
に

は

棉
花
供

給
に

制
約
せ

ら

れ

て

七

六

%
し

か

違

轄
せ

ら

れ



な

か

っ

た

と

言
う
(

人

民

日

報
､

七
､

二

六
)

｡

反

面
か

ら

言
う
と

農

民
の

貨
幣
所

得
は
､

第
十

表
の

如
き

農
産
物
買
上

額
の

急

増
に

件

た
っ

て
､

第

十
一

表
の

如
く

増

大

し

て

い

る
｡

農産物 の 国家買上量 ( 指数)

1 9 5 1 ･ 1 1 9 5 2 i 1 95 3

4 4 7

2 4 9

3 2 1

1 3 6 7

1 3 2

3 4 7

2 6 3

2 4 9

1 2 9 0

2 0 0

2 0 0

1 9 9

1 7占

6 0 0

1 3 0

尚 こ の 間合作 結託 の 農 産物取

1

1 与5 0 i
l

1 0 0

1 0 0

1 0 0

1 0 0

1 0 0

第10 表

糧 食

綿 花

油 料

葉 煙 草

茶

囲螢貿易新政扱 の もの に よ る ｡

扱高 は次 の よ う に ( 指数) 槍大 した と言わ れ る ｡
1 9 5 0 1 0 0 】9 5 1 3 4 0 1 9 5 2 7 7 5 1 9 5 3 1 1 2 5

天津大公報 5 5/ⅠⅩノ
′

1 6 元土説 ｢ 計窯収賄 と融昏主義的農産物採

購 制度+ i こよ る ｡

弟11 表 選民 の 賃幣 所得 の 増大

全図推計( 値元)

15 4 .2

18 9 .7

2 2 0 .2

一 人普平 均( 元)

3 1 .1

3 7 .5

4 2 .8

19 5 2

1 95 5

1 95 4

慶魯言 の 人 民代表大昔 (】9 5 5 ) に お け る報告 に よ る ｡ 人 代 目

最 ,
1 9 5 5 ノ
/
V I l /2 6 .

中

国
の

第
一

次
五

ケ

年
計

量
の

ボ

ト

ル

ネ

ッ

ク

は
､

努
働
力
･

資
金
の

面
に

で

ほ

な

く
て
､

物
の

面

こ
雫
源
の

面
に

あ

る

よ

う
で

あ

る
｡

そ

し
て

そ

れ

が

結
局

辟
着
す

る

所

は
､

農
民
に

ょ

る

衣

食

61

料
､

及
び

原

料
･

輸
出
用

農
産
物
の

供
給
と
､

貿
易
を

通
じ

て

の

中

国
の

帝
一

次
五

ケ

年

計

量
と

農
業

資
本

財
の

入

手
に

あ

る

の

で

は

な

い

か

と

思
わ

れ

る
｡

後
者
は

し

ば

ら

く

お

き
､

前
者
に

つ

い

て

だ

け

考
え

れ

ぼ
､

冒

頭
で

述
べ

た

享
つ

に
､

ヤ

は

り

農
業
投

資
が

少
な

す
ぎ

る
｡

基
本

建
設

費
の

現

在
程
度
の

配
分
に

よ
っ

て

ほ
､

中

国
の

農
業
の

技
術
的

條
件

を
､

大
き

く

襲
え

る

こ

と

は

む
つ

か

し

そ

う
で

あ

る
｡

農
業
の

技

術
的

使
件
の

不

欒
と
､

反

骨

牧

童
の

ど

く

綬
徐

な

増

大
の

基
礎
の

上

に
､

食
糧
農
産
物
と

原
料

農
産
物
と

を
､

同

時
に

増

産
↓

よ

う

と

す

れ

ば
､

首
然
に

作
付
の

面
で
､

は

げ

し
い

競
合
が

起
る
｡

か

つ

て

人

民
政

権
が

成
立
の

直

後
に
､

国

民
政

由
の

沿
岸
封

鎖
に

ょ

る
､

棉

花
輪
入
の

途
絶
に

應
え

て
､

棉
花
の

関

内

生

産
を

急

速
に

蹟
大

し

ょ

う

と

し

て
､

棉
花
と

食
糧
と

の

相

対
慣

格
を

棉
花
に

有
利

に

改

訂

し

た

場
合
に

は
､

綿
花
作
付
は

食

糧
の

そ

れ

を

霊
食
し

て

急
増

し

た
｡

一

九

五

二

年

以

後
､

わ

け
て

も
一

九

五

三

年
の

不

作
以

後

は
､

逆
に

商

品

作

物
の

作
付
地

が

食
穀
に

韓
換

し
､

そ

れ

が

現

在

の

原

料

農
産
物
不

足

を

激
化

し

て

い

る

も
の

か

と

思

わ

れ

る
｡

作

付

割

首
の

問

題
で

な

く
て
､

作
付

面

積
そ

の

も
の
､

耕
地

そ

の

も

の

の

不

足
が

感
ぜ

ら

れ

て

い

る

と

言
っ

て

よ

い

か

も

知

れ

な

い
｡

.

李

富
春
が

五

ケ

年

計

量
を

達
成

す

る

篤
の

農
業

面

の

虚
理

と

し

､
一
.

⊥

て
､

最
後
に
一

九

五

七

年

ま
で

に

最
低
三
､

八
六

∧

萬
畝

(

二

三

β



一

一

橋

論

叢

弟
三

十
五

番

第
一

故

6 2

三

高
町

彗
の

耕
地

面

積
を

横
大

す
る

周
墾

計

量
に

軋

落

し

た

の

ほ

首
然
だ

と

言
う
べ

き

で

あ

る
｡

Ⅴ

農
民
の

私

的
投

資

言
う

ま
で

も
な

く
五

ケ

年

計

量
の

よ

う
な

国

家
投

資
は
､

大

き

な
イ

ン

フ

レ

要
因

で

あ

る
｡

そ

れ

は

資
本

財
だ

け

で

な

く
､

食
穀

ヤ

衣

料
に

勤
し

て

も

大

き

な

需
要
を

喚
起

す
る

反

面
､

そ

の

需
要

が

公

糧
の

よ

う

た

安

物
税
で

充
さ

れ

な

い

限

り
､

た

と

え

政

治

的

な

啓
蒙
蓮

動
で

裏
づ

け
ら

れ

る

に

し
て

も
､

結
局

人

民

券
の

増

襲

に

よ
っ

て

故

買
さ

れ

な

く
て

ほ

な

ら

な

い
｡

建
設

計

量
そ

の

も
の

が
､

う

ん

と

迂

回

的
な

重

工

業
ヤ

軍
事
工

業
に

重

鮎

化
さ

れ

て

い

る

関
係

も
あ

る
｡

昔

分
は

中
国

産

臍
の

奮
い

セ

ク

タ

ア
､

わ

け
て

も

個
饅
農
業
ヤ

農
民

ほ
､

大
き

な

建
設

負
塘
に

耐
え

る

こ

と

を

要

請
さ

れ

て

い

る
｡

し

か

し
こ

の

農
民
へ

の

負
揖
の

集
中
ほ
､

元

よ

り

貨
幣
的
た

報
償
を

伴

な

う
の

で

あ
っ

て
､

こ

れ

が

し

き

り

に

言

わ

れ

る

人
民

購
買
力

増
大
の

理

由
で

あ

り
､

農
民

生

活

水

準
上

昇

の

取
壊
で

な

く
て

は

な

ら

な

い
｡

人

民
政

樺
が

賞
･

軍
■･

官
･

公

の

各

界
に

の

み

な

ら

ず
､

農
村

ヤ

農
民
に

向
っ

て
､

し

き

り

に

節

約
と

貯
蓄
と
の

建
設

任

務

達

成
に

も
つ

重

要

性
を

説
い

て

い

る

の

は
､

財
政

的
手

段
に

よ
っ

て

吸

収

七

得
な

い
､

こ

の

よ

う

な

農
村

朗

購
買
力
の

存
在
と
､

.

そ

れ

が

現

在
の

滑
費
財
生

産
能

力
に

比
べ

て

過

大
な

拘
費
に

向
う
こ

と

を

恐
れ

る

か

ら

で

あ

ろ

う
｡

未
易
ヤ

摩

魯
言
の

主

張
す

る

農
民
の

私

的

投

資
と

言

う
も
の

も
､

だ

か

ら

農

民
の

所

得
の

増

大
に

よ
っ

て
､

お

の

ず
か

ら

私

的
投

資
が

増
加

す

る

と

言
う
の

で

は

な

く
て
､

国

家
投

資
に

ょ
っ

て

膨

脹
し

た

農
民

の

所

得
を
､

せ

め

て

私

的
投

資
の

面
で

吸

収
し

な

く
て

は

た

ら

ぬ
､

と

言

う

意

味
の

も
の

だ

と

考
え

な

く
て

ほ

な

ら

な

い
｡

蟄
展
テ

ム

ポ

が

先

ず
敦
走
せ

ら

れ
､

任

務

と

し
て

附

課
さ

れ

る

こ

と

に

よ
っ

て
､

投

資
の

規

模
が

之
に

追
随
し
､

そ

れ

が

蓄
積
の

規
模
を

決

定

す
る

と

言
う
の

が
､

中

国
規

奄
の

建
設
の

機
構
だ

か

ら

で

あ

る
｡

元
よ

り

年
の

恩

凶

ヤ
､

国
際
的
な

政

治

情
勢
や
､

考

慮
す
べ

き

要

因
ほ

多
い

が
､

右
の

よ

う
な

條
件
の

串
で
､

建
設
が

イ

ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

に

導
か

れ

ず
に

す

む
た

め
に

ほ
､

農
民

が

よ

く

農
産

物
の

供
給
任

務
を

果
す
か

ど

う

か
､

彼
等
の

手

も

と
の

浮

動
購
買
力
が

生

産
的
な

正

常
な

ル

ー

ト

に

吸

収
さ

れ

得
る

か

ど
>

γ

か

に

か

ゝ

つ

て

い

る

と

言
わ

な

く

て

は

な

ら

な

い
｡

北

京
故

樺
が

こ

の

七

月
､

毛

澤
東
の

｢

農
村

合
作

化

問
題
に

つ

い

て
+

と

言

う
､

省
･

市
･

罷

業
委

員
合

議
に

お

け
る

講
演
を

契
横
に
､

昨

年

ま
で
一

頃
､

多

甲て
`

ぎ



つ

J

′

h

U

?
リ

カ

0

少

綬
和

さ

れ

た

よ

う
に

見
え

た

個

燈
農

家
の

合
作
任
､

集

髄
化

と
､

敵

倉
主

義
教
育
の

方
策
を
一

段
と

強

力
に

押
し

す
ゝ

め

て

い

る

の

も
､

こ

の

鮎
に

閲
係
が

あ

る

と

思

わ

れ

る
｡

現

在
な

お

全

国
で

生

産
合
作
社

数
六

五

萬
､

加

入

農
家
一

､

五

〇

〇

罵
声
､

全

農
戸
数

の

一

四

%
を

占
め

る

程
度
で

あ

る

が
､

し

か

し

そ
の

増
勢
の

著
し

い

こ

と

牡
､

現

在
の

六

五

萬
社
中
､

約
五

〇

寓
祀

が
一

九
五

四

年

末

以

後
に

成
立

し

た

も
の

で

あ

る

こ

と
に

よ
っ

て

窺
え

よ

う
｡

そ

の

五

ケ

年
建
設

計

董
へ

の

具

髄
的
寄
輿
の

状
況

に

つ

い

て

は
､

倍

清
爽

を

注

目

し

な

く
て

は
た

ら

な

い
｡

申

開
の

第
一

衆
五

ケ

年

計

壷
と

農
業




